

















Disease Week：米国消化器病週間）の Poster session
（Ｍ1309：Detection rate of pharyngeal cancer in high-
risk groups by endoscopic examination with Narrow
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麻酔科 下 舘 勇 樹
外科 佐々木 賢 一
整形外科 高 橋 信 行
当院へ搬送される重症の外傷症例は次第に増加してい
るが、従来から１）救急隊との情報交換が不足している
２）コンサルトすべき診療科に迷う ３）リーダー不在
の診療 ４）院内関係部署の連携不足 などの問題点が
挙げられてきた。
重症外傷の診療では「受傷から手術まで１時間以内」
が傷病者の予後改善に不可欠であり Golden hourと呼
ばれている。しかし現状では手術まで数時間を要する症
例もあり、新たに外傷に対応するシステムを構築し直す
必要があると考えられるため、より効率的かつ円滑に初
期診療を進めることを主眼に当院における外傷診療ガイ
ドラインを策定したので紹介する。
新たに運用されるガイドラインは、現在国内で外傷診
療の標準とされている JPTECおよび JATECに準拠し
ており、１）救急隊からの第１報をもって外傷システム
を起動し２）５つの診療科から成る外傷チームを召集
３）関係各部署へ重症外傷患者の搬入を予告する こと
により診断から治療までの時間短縮を達成しようとする
ものである。
外傷を専門とするか否かに関わらず、より多くの当院
医療従事者がガイドラインを理解できるようにその理論
を概説し、さらにデモンストレーションを供覧する。
2008年９月25日
◆ 精神科デイケア～利用者にとってデイケアとは～
リハビリテーション科 精神科作業療法士
林 卓 生
精神科デイケア（以下：DC）は、精神科リハビリテー
ションの一環として、再発・再入院の予防、QOLの向上
などの目的で実施されている。当院では平成９年６月に
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